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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
安全注射器であって、
外筒（１）と、針ハブ（２０）と、プランジャ（３）と、を有し、
前記外筒（１）は、外筒本体（１１）と、収容室（１２）と、針ハブ装着孔（１３）と、
及び針ハブ係合溝（１４）と、を有し、
前記針ハブ（２０）は、
前記外筒（１）の針ハブ装着孔（１３）に装着される針ハブ本体（２１）と、
針ハブ本体（２１）の内部に形成される針孔（２２）と、
針ハブ本体（２１）の後端側に形成されるフックロッド（２４）と、
前記フックロッド（２４）の一側から針ハブ本体（２１）の前端側方向に向かって延出さ
れる弧状の連動変形部（２５）と、
前記連動変形部（２５）の前記フックロッド（２４）から遠い側に設けられて前記外筒（
１）の針ハブ係合溝（１４）に係止できる筒係合部（２６）と、を有し、
前記プランジャ（３）は、
ロッド本体（３１）と、挿入フック孔（４１）と、を有し、
前記挿入フック孔（４１）は、前記針ハブ（２０）のフックロッド（２４）を覆うように
接続され、かつ前記連動変形部（２５）を圧縮して弾性的に変形させることにより前記針
ハブ（２０）の筒係合部（２６）を前記外筒（１）の針ハブ係合溝（１４）に係止させな
いようにすることができ、
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前記挿入フック孔（４１）は、前記針ハブ（２０）のフックロッド（２４）に係合するよ
うに引っ掛かかることで、前記針ハブ（２０）を移動させることができ、前記挿入フック
孔（４１）に挿入される部位における前記連動変形部（２５）の肉厚は、前記挿入フック
孔（４１）に挿入される部位における針ハブ本体（２１）の肉厚よりも薄く構成される、
ことを特徴とする安全注射器。
【請求項２】
前記針ハブ（２０）は、前記針孔（２２）と連動変形部（２５）を連通する凹室（２７）
を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【請求項３】
前記針ハブ（２０）は、前記凹室（２７）に接続される導流面（２１２）を有する、こと
を特徴とする請求項２に記載の安全注射器。
【請求項４】
前記針ハブ（２０）は、前記連動変形部（２５）に対応する内縮面（２１１）を有する、
ことを特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【請求項５】
前記針ハブ（２０）の中心線からフックロッド（２４）の外縁までの垂直距離（Ｌ１）は
、前記針ハブ（２０）の中心線から連動変形部（２５）の外縁までの垂直距離（Ｌ２）よ
りも短い、ことを特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【請求項６】
前記筒係合部（２６）は、一部長さを延伸し、前記連動変形部（２５）に接続される、こ
とを特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【請求項７】
ガスケット（Ｒ）をさらに有し、
前記ガスケット（Ｒ）は、前記外筒（１）と針ハブ（２０）との間に設けられる、ことを
特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【請求項８】
前記外筒（１）は、主外筒（１０）、及び前記主外筒（１０）に覆うように接続されるフ
ロントカバー（５０）を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【請求項９】
前記主外筒（１０）に対応する前記フロントカバー（５０）の端面には歯形構造（５１）
が設けられ、前記フロントカバー（５０）の端面上の歯形構造（５１）は、前記主外筒（
１０）の端面上の歯形構造（１６）に互いに噛合する、ことを特徴とする請求項８に記載
の安全注射器。
【請求項１０】
ガスケット（Ｒ）をさらに有し、
前記ガスケット（Ｒ）は、前記フロントカバー（５０）と針ハブ（２０）の針ハブ本体（
２１）との間に設けられる、ことを特徴とする請求項８に記載の安全注射器。
【請求項１１】
前記外筒（１）は、沈み孔（１５）を有し、
前記針ハブ（２０）は、前記外筒（１）の沈み孔（１５）に係合するように位置決めされ
るショルダー（２３）を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の安全注射器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は医療機器に関し、特に安全注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
既知の安全注射器に関して、アメリカＵＳ２００６０１０６３３９公開特許のように、針
ハブの固定、及び引き戻しが不確実であり、薬液残留量が多いという課題がやはり存在す
る。
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【０００３】
従って、前記既知の安全注射器の欠点は、なおも改善されることが期待されている。
【発明の概要】
【０００４】
上述の課題について、本発明は、針ハブを安定して位置決めし、針ハブを迅速に引き戻し
やすく、かつ薬液の残留を効果的に減らすことができる安全注射器を提供することを目的
とする。
【０００５】
上述の目的に達するために、本発明が提供する安全注射器は、外筒本体、収容室、針ハブ
装着孔、及び針ハブ係合溝を有する外筒と、前記外筒の針ハブ装着孔に装着される針ハブ
本体、針孔、フックロッド、前記フックロッドに接続される連動変形部、及び前記連動変
形部に接続されて連動され、かつ前記外筒の針ハブ係合溝に係止できる筒係合部を有する
針ハブと、ロッド本体、及び挿入フック孔を有し、前記挿入フック孔は、前記針ハブのフ
ックロッドを覆うように接続され、かつ前記連動変形部を圧縮して弾性的に変形させるこ
とにより前記針ハブの筒係合部を前記外筒の針ハブ係合溝に係止させないようにすること
ができ、前記挿入フック孔は、前記針ハブのフックロッドに係合するように引っ掛かかる
ことで、前記針ハブを移動させることができるプランジャと、を有する。
【０００６】
前記針ハブは、前記針孔と連動変形部を連通する凹室を有する。
【０００７】
前記針ハブは、前記凹室に接続される導流面を有する。
【０００８】
前記針ハブは、前記連動変形部に対応する内縮面を有する。
【０００９】
前記針ハブの中心線からフックロッドの外縁までの垂直距離Ｌ１は、前記針ハブの中心線
から連動変形部の外縁までの垂直距離Ｌ２よりも短い。
【００１０】
前記筒係合部は、一部長さを延伸し、前記連動変形部に接続される。
【００１１】
ガスケットＲをさらに有し、前記ガスケットＲは、前記外筒と針ハブとの間に設けられる
。
【００１２】
前記外筒は、主外筒、及び前記主外筒に覆うように接続されるフロントカバーを有する。
【００１３】
本発明のさらなる改良として、前記主外筒に対応する前記フロントカバーの端面には歯形
構造が設けられ、前記フロントカバーの端面上の歯形構造は、前記主外筒の端面上の歯形
構造に互いに噛合する。フロントカバーと主外筒との間に回転が生じることを防止できる
。
【００１４】
ガスケットＲをさらに有し、前記ガスケットＲは、前記フロントカバーと針ハブの針ハブ
本体との間に設けられる。
【００１５】
前記外筒は、沈み孔を有し、前記針ハブは、前記外筒の沈み孔に係合して位置決めされる
ショルダーを有する。
【００１６】
上述技術方案を採用し、本発明により提供される安全注射器は、確実に針ハブを安定して
位置決めし、針ハブを迅速に引き戻しやすく、かつ薬液の残留を効果的に減らすことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】



(4) JP 6576565 B2 2019.9.18

10

20

30

40

50

【図１】図１は、本発明の好適な実施例の立体図である。
【図２】図２は、本発明の好適な実施例の操作状態の断面図である。
【図３】図３は、本発明の好適な実施例の他の操作状態の断面図である。
【図４】図４は、本発明の好適な実施例の針ハブの立体図である。
【図５】図５は、本発明の他の好適な実施例の立体図である。
【図６】図６は、本発明の他の好適な実施例の操作状態の断面図である。
【図７】図７は、本発明の他の好適な実施例の他の操作状態の断面図である。
【図８】図８は、本発明の他の好適な実施例の針ハブの立体図である。
【図９】図９は、本発明のさらに他の好適な実施例の立体図である。
【図１０】図１０は、本発明のさらに他の好適な実施例の操作状態の断面図である。
【図１１】図１１は、本発明のさらに他の好適な実施例の他の操作状態の断面図である。
【図１２】図１２は、本発明のさらに他の好適な実施例の針ハブの立体図である。
【図１３】図１３は、本発明のまた別の好適な実施例の立体図である。
【図１４】図１４は、本発明のまた別の好適な実施例の操作状態の断面図である。
【図１５】図１５は、本発明のまた別の好適な実施例の他の操作状態の断面図である。
【図１６】図１６は、本発明のまた別の好適な実施例の針ハブの立体図である。
【図１７】図１７は、本発明のまた別の好適な実施例におけるフロントカバーの側面図で
ある。
【図１８】図１８は、本発明のまた別の好適な実施例におけるフロントカバーの正面図で
ある。
【図１９】図１９は、本発明のまた別の好適な実施例における主外筒の側面図である。
【発明を実施するための実施形態】
【００１８】
ここに、以下の実施例を挙げ、かつ図面を踏まえて本発明の構造及び機能を詳細に説明す
る。
【００１９】
出願人はまずここで、以下のように説明する。明細書全体において指摘される内、外、上
、下などの方向性に関する形容詞はいずれも本発明の図面における方向を基準とする。
【００２０】
以下に、列挙された実施例に付属の図面に合わせることで、本発明の技術内容及び特徴を
詳細に説明する。ここで、
図１から図４に示すように、本発明の好適な実施例の安全注射器は、以下を含む。
本実施例において、主外筒１０は、単独で外筒１を構成できる。即ち、広義の意味におい
て、本発明の安全注射器は、外筒１を有し、外筒１は、主外筒１０を有する。
主外筒１０は、外筒本体１１、針ハブ装着孔１３に連通する収容室１２、針ハブ装着孔１
３の内縁に位置する針ハブ係合溝１４、及び収容室１２と針ハブ係合溝１４との間に位置
する沈み孔１５を有する。
針ハブ２０は、主外筒１０の針ハブ装着孔１３に装着される針ハブ本体２１、針孔２２、
外筒１の沈み孔１５に係合して位置決めされるショルダー２３、そのロッド本体が略テー
パ形を呈するのが好ましいフックロッド２４、突出した円弧形シート状を呈してフックロ
ッド２４に接続される連動変形部２５、及び連動変形部１５に接続されて連動され、かつ
外筒１の針ハブ係合溝１４に係止できる筒係合部２６を有する。
針ハブ２０は、連動変形部２５に対応して配置される内縮面２１１をさらに有し、これに
より、針ハブ本体２１及び／またはフックロッド２４は、連動変形部２５の箇所に対応し
、取り除かれるようにして形成された表面が形成されることで、連動変形部２５にさらな
る変形空間を提供する。
【００２１】
ここで、針ハブ２０は、針孔２２と連動変形部２５との間に開通された凹室２７をさらに
有し、針ハブ２０は、外筒１と針ハブ２０との間を密封するガスケットＲを装着させるこ
とができる環状溝２８をさらに有する。
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【００２２】
針ハブ２０は、凹室２７に接続された導流面２１２をさらに有し、導流面２１２も内縮面
２１１に接続され、薬液を凹室２７にさらに流れやすくすることができる。
【００２３】
また、筒係合部２６の他端は、その針ハブ本体２１にさらに接続される。
【００２４】
本実施例において、針ハブ２０はその針孔２２に針Ｎが直接装着される。
【００２５】
本実施例において、針ハブ２０の中心線からフックロッド２４の外縁までの垂直距離Ｌ１
は、針ハブ２０の中心線から連動変形部２５の外縁までの垂直距離Ｌ２よりも短い。
【００２６】
プランジャ３は、ロッド本体３１を有するプッシュロッド３０、及びプッシュロッド３０
のロッド本体３１に接続するように設けられるキャップ４０を有する。
【００２７】
キャップ４０は、針ハブ２０のフックロッド２４を覆うように接続され、かつ連動変形部
２５を圧縮して弾性的に変形させることにより針ハブ２０の筒係合部２６を外筒１の針ハ
ブ係合溝１４に係止させないようにすることができる挿入フック孔４１を有し、挿入フッ
ク孔４１は、針ハブ２０のフックロッド２４に係合するように引っ掛かかることで、針ハ
ブ２０を移動させることができる。
【００２８】
針ハブ２０の筒係合部２６は、外筒１の針ハブ係合溝１４に有効に係合可能である。
【００２９】
プランジャ３が前方向へ押し出されて当接し、そのキャップ４０の挿入フック孔４１に針
ハブ２０のフックロッド２４と連動変形部２５が覆われるように入れられるとき、針ハブ
２０の筒係合部２６が外筒１の針ハブ係合溝１４から離れて係合しなくなるように制御し
、順調に引き戻すことができる。連動変形部２５が弾性的に変形するとき、針ハブ本体２
１とフックロッド２４との間の隙間が小さくなり、その間の薬液の残留を減らすことがで
きる。
【００３０】
最後に、針ハブ２０と針Ｎも、針ハブ２０の連動変形部２５とプランジャ３の挿入フック
孔４１との協働関係により片側へ傾斜し、針ハブ２０と針Ｎは外筒１から押し出されにく
くなる。
これにより、本実施例は本発明の目的に達する。
【００３１】
本発明の重点は、針ハブ２０の連動変形部２５と凹室２７との協働によることであり、そ
の設計はさらに、注射薬液の残留量を効果的に減らすことができる。
【００３２】
図５～図８に示すように、本発明は、他の実施例の安全注射器を提供し、それは前述の実
施例とほぼ同じであり、主な相違点は、以下のとおりである。
針ハブ２０は、前段に形成された針接続部２９をさらに有する。
針Ｎは接続部品Ｎ１に設けられ、接続部品Ｎ１はさらに針ハブ２０の針接続部２９に接続
するように設けられる。
これにより、本実施例は、同様に本発明の目的に達することができる。
【００３３】
図９～図１２に示すように、本発明の他の好適な実施例の安全注射器であって、それは前
述の実施例とほぼ同じであり、その主な相違点は、以下のとおりである。
外筒１は、主外筒１０、及び主外筒１０に密接して覆うように接続され、針ハブ装着孔１
３を共同で形成できるフロントカバー５０を有し、ガスケットＲは、フロントカバー５０
と針ハブ２０の針ハブ本体２１との間に設けられる。
即ち、主外筒１０は、主外筒１０の前端に覆うように接続されるフロントカバー５０をさ
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、当然のことながら、フロントカバー５０に形成するよう変更できる。二つの部材を利用
して組み合わせてなり、外筒１の製造をさらに簡単にし、かつその使用形態をさらに増や
すことができる。
これにより、本実施例は、同様に本発明の目的に達することができる。
【００３４】
図１３から図１９に示すように、本発明の他の好適な実施例の安全注射器であって、それ
は前述の実施例とほぼ同じであり、その主な相違点は、以下のとおりである。
針ハブ２０は、大寸法を有し、針Ｎを装着させる外筒部を別途形成する。
筒係合部２６は、一部の長さを延伸し、連動変形部２５に接続できる。従って、キャップ
４０の挿入フック孔４１が針ハブ２０の連動変形部２５を圧縮して弾性的に変形させるこ
とができ、筒係合部２６が係合するよう、及び係合しないよう連動する。
これにより、本実施例は、同様に本発明の目的に達することができる。
【００３５】
本発明のプッシュロッド３０とキャップ４０は組み合わせることができるほか、一体とし
てもよい。
【００３６】
本発明のガスケットＲは、前述のように独立した部材とするほか、一体として外筒１に成
形してもよく、または一体として針ハブ２０に成形してもよい。
【００３７】
該実施例の安全注射器を装着するとき、まず、フロントカバー５０を主外筒１０の前端に
装着し、主外筒１０の後端から針ハブ２０を主外筒１０の前端へ塞ぎ、針ハブ２０の連動
変形部２５を主外筒１０の針ハブ係合溝１４内に係合させる。続いて、針ハブ２０の前端
に接続部品Ｎ１を装着し、その後、接続部品Ｎ１に針１０を装着する。接続部品Ｎ１を装
着するとき、接続部品Ｎ１は、針ハブ２０に回転するように接続され、フロントカバー５
０と主外筒１０は覆うように設けられているので、両者は相対的に回転し、接続部品Ｎ１
は針ハブ２０にロックされることができない。この課題を解決するために、主外筒１０に
対応するフロントカバー５０の端面に互いに係合する歯形構造を設けることができ、フロ
ントカバー５０の端面の歯形構造、及び主外筒１０の端面の歯形構造は互いに噛合する。
このようにすると、接続部品Ｎ１を回転するように装着するとき、フロントカバー５０と
主外筒１０に回転が生じず、接続部品Ｎ１を針ハブ２０にロックでき、ひいては針Ｎをロ
ックできる。
【００３８】
以上に記載されたいずれの実施形態も一つ、または複数を互いに組み合わせて使用でき、
いずれも本発明の目的に達することができる。
【００３９】
以上を総合して、本発明により提供される安全注射器は、確実に針ハブを安定して位置決
めし、針ハブを迅速に引き戻しやすく、かつ薬液の残留を効果的に減らすことができるの
で、本発明の目的に確実に達することができる。
【００４０】
以上の実施形態は、本発明の技術的構想及び特徴を説明するためのみであり、当業者が本
発明の内容を理解し、かつ実施することを目的とし、これにより本発明の保護範囲を制限
することはできず、本発明の主旨、実質に基づき行われるすべての等価的な変更、または
修飾はいずれも、本発明の保護範囲内に含まれるものとする。
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